
※宮城県食品ロス削減推進計画における、
　令和元年度推計値からの家庭系食品ロス
　の削減目標
　（令和元年度推計値（54g/人・日）と
　目標値との差）

宮城県は環境負荷の軽減に努めています。
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一日
ほんのわずか

5ｇ 5

指標

家庭系食品ロス量
事業系食品ロス量
食品ロス量（合計）

令和5年度
推計値

令和5年度
1人1日あたり
発生量

令和12年度
（目標年度）
目標値

令和12年度
1人1日あたり
発生量

3.8万ｔ
3.7万ｔ
7.5万ｔ

46ｇ/人・日
45ｇ/人・日
91ｇ/人・日

3.2万ｔ
3.8万ｔ
7.0万ｔ

41ｇ/人・日
49ｇ/人・日
90ｇ/人・日

宮城県の食品ロス量推計値

令和５年度
発生量
1人1日あたり発生量

3.8万ｔ
46ｇ/人・日

3.7万ｔ
45ｇ/人・日

7.5万ｔ
91ｇ/人・日

家庭系
食品ロス

事業系
食品ロス

食品ロス
（合計）

年間

万ｔ
7.5

年間7.5万ｔという量は

日本の
食品ロス量は

万ｔ
（令和5年度推計）

464

〈豆知識〉

これは、世界中で
飢餓に苦しむ人々に向けた
世界の食料援助量
（令和５年で年間約370万t）の
1.3倍に相当します。
〈日本の食品ロス量〉〈世界の食料支援量〉
出典：消費者庁ホームページ
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宮城県では、県内の飲食店、宿泊施設、
食品小売店を対象に、みやぎ食品ロス
削減協力店として登録しています。
ぜひ、ご利用ください。

協力店はこちら
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　フードバンク仙台では、食べ物の支援を希
望する個人や支援団体へ、無償で食品を届
けています。2023年度は延べ2,861世帯
の方々へ、皆さまからご寄付いただいた支援
を橋渡しすることができました。これはフード
バンク仙台の活動を支えてくださる企業や
団体、そして約70名を超える市民ボランティ
アの力添えがあってのこと。日々ご協力に感
謝しながら運営をしています。
　ひとりでも多くの困窮者へ支援を届ける
ためには、市民の皆さまから食料を寄付して
いただくことが何よりも大切です。そのため
にもフードバンクの存在を知っていただくこ
と。回収拠点となるフードドライブが身近な
場所に広がっていくこと。集まった食べ物を
回収してフードバンクへ届けてくれる配達連
携の仕組みを、持続可能なカタチで充実させ
ていくことが課題と感じています。

　不安定な雇用状況や物価高を背景に、何日
も食べていないギリギリの状態で困窮されて
いる方も増えていると思うので、大事に至る
前に、少しでも早く相談してほしいと願って
います。そして、缶詰1個、レトルト食品1個
からでも困っている方を支援することができ
るので、食べきれない食品は、ぜひお近くの
フードバンクへの寄付を検討してほしいと思
います。
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